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 第 6 章では、本論文で得られた知見を要約した上で、その限界と展望を示した。 
 本論文は従来の研究の限界を踏まえた上で、研究目的に適した 2つの繰り返しゲームのモデルを自
ら構築し、その厳密な解析により均衡を求め、その社会学的含意を導くことで、上記の興味深い知見
を得た。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
